
リニア中央新幹線の概要について 

 

１ リニア中央新幹線計画の概要 

東海旅客鉄道株式会社より平成 25年 9月に公表された「中央新幹線（東京都・名古屋市間）

環境影響評価準備書」によると、リニアは東京都と大阪市との間を超電導磁気浮上方式によ

り、最高設計速度 505 キロメートル／時で走行する計画であり、建設に要する費用の概算額

は 90,300億円となる見込みです。また、リニア駅は、飯田市の上郷飯沼付近に設置が計画さ

れています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 1 リニア中央新幹線計画の概要 

出典：JR東海「中央新幹線（東京都・名古屋市間）環境影響評価準備書」を抜粋加工（平成 25年 9月） 
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（１）飯田下伊那地域の時間圏の変化 

 

図 1 駅間所要時間 

出典：長野県「長野県リニア活用基本構想」平成 26年 3月 

 

飯田下伊那地域の時間圏の変化をみると、リニア実現により、飯田下伊那地域の 90分圏に

は、東は東京都の都心まで、西は四日市市等までが含まれることになり、圏域人口は、現状

の約 139万人から約 1,810万人の約 13.0倍に、圏域事業所数は、現状の約 8万事業所から約

98万事業所の約 12.3倍に増加します。こうした時間圏の拡大は南信州地域のマーケット拡大

の可能性を高められます。将来的には、東京・名古屋・大阪の三大都市圏が 1 時間圏域に含

まれることになります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 2 南信州地域の時間圏の変化 
出典：国勢調査メッシュデータ（2010年）、事業所企業統計メッシュデータ（2006年） 

ここで示した時間圏は鉄道や高速バスなどの公共交通と自動車による移動を考慮したもの 
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（２）東京起点の時間圏の変化 

飯田－東京都心の所要時間は現状で約 4 時間を要しますが、リニア開業により約 3 時間短

縮され、東京 45分圏に含まれることになります。従って、八王子市、熊谷市、横浜市といっ

た通勤可能な東京周辺都市と同程度の時間圏となり、都市内交通圏（通勤・通学圏）となる

ことになります。 

また、東京 45分圏の都市の地価と比較すると、飯田市の地価は相対的に低くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 3 東京起点の時間圏の変化 

 

３ 中間駅のイメージ 

 ○長野県駅のおよその位置 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

○リニア駅（駅舎）のイメージ（ＪＲ東海(株)公表資料から） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 


